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近年，災害対応において，情報を位置と時間とともに関することは必須の事項となっ

ている．様々な地理情報システムを基盤とする支援システムが提案されているが，最新

の基盤情報を常に確保するのは困難であることが指摘されてきた．しかしながら，東日

本大震災を契機として，オープン（ジオ）データが広く認知され，その利用に大きな注

目が集まっている．本発表では，災害対応の B・D・A においてオープンデータやオー

プンソースの利活用，また，これらを使ってシステムインテグレーションを行う新しい

タイプのボランティアに注目し，その可能性について議論してみたい． 
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